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日本史を代表する歴史的畢観

鵜殿ハノラマ
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摂津農村イメージ(右 )

鵜 殿 表 |

BC88崇 神10武 埴安彦らの反乱軍は朝廷軍に破れ 流れる死体が鵜のようだつたので鵜河 (淀川)と 0乎ばれF_

AD611推 古19百 済人の味摩之は 貫 (中国江南|よ り伎楽を伝え 雅楽の原型となる

秦造 河勝 1聖徳太子のハ トロン)がその財力て本邦初の雅楽 (?}を奈良田原本でスター ト

冶部省贅楽寮 1国立音楽大学)開校 筆業の産舌材料に最適の∃シを鵜殿で発見か?

右大臣菅原道真 左遷され大宰府へ下る途中鵜殿を河舟で通過

紀貫之左遷先の上佐より帰京を綴った「土佐日記Jに鵜殿の名が記録として初登場

淀川舟運の重要な港として鵜河にある殿 (旅籠)の意味で 鴫 殿Jに

この前後に御伽草子の主人公―寸法師が摂津住吉浜より京へ上る途中立ち寄る?

山崎 (天王山)合戦で22柴 軍は秀吉を先頭に鵜殿ヨシ原を密かに駆け抜け勝禾」した

5mを越す鵜殿のヨシは馬上の槍も 旗指物も見事に隠 し 一気に明智軍の側面に出た

その秀吉は千利体に切腹を命 じ その夜 利体は京から小舟で鵜殿を通過

「筆業の百舌は古くより摂津国鵜殿に産する蔭を用いるJ楽家録 (安倍季尚著)と ある

「摂津名所図会Jに鵜殿村が産舌用の産を朝廷へ献上している事が書かれている

建設省淀川改1参開始 結果冠水がなくなり鵜殿は乾燥化 しヨシが絶減の危機

高槻市環境保全課の要請で小山弘道 鵜殿を調査 以後調査保全活動が続く

モ|1可 岸便覧11863)芦 を小舟が分け入つていくと 芦のすれ合う

音がここちよい ここが鵜殿である 力丸

702 太宝2

901 昌泰4

936承 平5

1582 天正10

1591 天正19

1690元 禄3

1799寛 政10

1971 8召 禾□46

1976 ]召 禾□51
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明治中ごろの淀川改1参前の地図と現在の委議I`彩
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あしが∃シになつたわけ

:兼 倉時代中期 主に近,Iの ∃シ

荀人の間で「あしJは「悪 し」

て縁起が悪い そこで反対の
~善

し」と呼びだし これが全

コに広ま l‐ 「よしJが定着 し

たようです

これを忌み言葉と言い llCに も

スルメを博打打ちの間では 腎

る目|サ イコロ|の反文」「アタ ン

メJと 呼ぶなとがあ |‐ ます

明治に植物学が始まり ∃シを

採用 駄洒落が公用語になっ

たのです

どちらもOK
だから∃シとあしは同じ とち

らでも善 し悪 しはありません

植物学のときは「ヨシJ

文学や古典ては「あしJと 読

んています

鵜殿では ∃シス産地たつたの

で∃シ原 ∃シ刈りなと∃シ

と0乎びます

∃シは地球を救う
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∃シは水質浄化に役立つ植物のひとつてす

水中に溶けているリンや窒素を根から吸収

茎や地下室に蓄積するので 水質浄化に役立

つています

そのほか重金属やタイオキシンなどの公害物

質などを固定する能力もあります

さらに∃シ本体に加え ヨシの表面のパクテリ

アや貝などの小動物も水質浄化に参加 ヨシ

原全体で水質浄化システムを構築しています

また ∃シの地下茎には地上の空気が循環する

ので根の先から酸素を泥の中に供給 そこに住

むパクテリアを活性化 し 有毒なアンモニアガ

スを分解 空気中に逃す脱窒作用も重要です

鵜殿∃シ原に流れる導水路ては やや濁ってい

る淀川の水が ∃シの根元を通過する間に浄化

1也下水となつて再び淀川本流に還流していま

す これは巨大な水質浄化システムで その費用

対効果は計り矢□れません

∃シは 地球温暖化の原因とされている二酸化

炭素を大量に吸い込み 体内に炭素を固定する

能力が極めて大きな植4勿

夏のヨシ原は光合成で盛んに作り出された酸

素が大量にあります

このように∃シは体内に窒素やリン 炭素を

固定 しているので ヨシをメJり 取 l‐ 水辺から

他の場所に移すことが大切なこと

∃シ刈りやヨシ製品は鵜殿を 地球を救います
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∃シ(あ し)

イネ科・∃シ属

暖帯から亜寒帯に

かけて広く分布し

湖岸や河川などの

湿地帯に生育する

背の高い多年草
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古代より生活や歴

史に密着した植物

近年環境植物とし
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